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暮
し
に
欠
か
せ
な
い
電
気
、
ガ
ス
は
公
益
事
業
、
公
共
料
金
と
し
て
適
正
な
運
営
、
料
金
引
下
げ
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。 

政
府
は
、
申
請
内
容
に
つ
い
て
一
般
家
庭
、
中
小
業
者
、
農
漁
民
な
ど
道
民
の
立
場
に
立
ち
、
厳
正
な
査
定
を

行
う
べ
き
で
あ
る
。 

暫
定
料
金
の
期
限
切
れ
を
目
前
に
し
て
、
北
海
道
電
力
（
以
下
「
北
電
」
と
略
す
。
）
、
北
海
道
ガ
ス
な
ど
が
提
出

し
た
料
金
改
定
の
申
請
書
は
大
き
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。 

北
電
の
申
請
内
容
を
見
る
と
、
電
力
需
要
の
過
大
見
積
り
に
よ
る
異
常
な
資
本
費
の
膨
脹
、
円
高
・
原
油
安
に

よ
る
膨
大
な
内
部
留
保
の
温
存
、
燃
料
費
の
過
大
積
算
、
灯
力
格
差
の
拡
大
な
ど
低
廉
化
に
期
待
す
る
国
民
の
世

論
に
応
え
る
内
容
に
な
つ
て
い
な
い
。 

北
海
道
電
力
等
の
料
金
改
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

一 

北
電
の
申
請
書
の
総
括
原
価
表
に
よ
る
と
、
資
本
費
（
減
価
償
却
費
と
事
業
報
酬
）
を
四
〇
％
ア
ッ
プ
と
過
大

に
見
積
り
、
総
括
原
価
の
値
下
げ
を
五
％
台
に
抑
え
込
ん
で
い
る
の
は
不
当
で
あ
る
。 

二 

現
行
料
金
査
定
単
価
は
一
Ｋ
Ｗ
Ｈ
当
た
り
八
・
八
円
で
あ
つ
た
が
、
円
高
・
原
油
安
の
急
激
な
進
行
に
よ
つ

て
、
六
十
一
年
度
の
実
績
で
五
・
三
円
に
と
ど
ま
り
、
購
入
電
力
料
も
含
め
た
燃
料
費
差
益
は
八
百
六
十
億
円

に
の
ぼ
つ
て
い
る
。
こ
の
間
、
消
費
者
に
還
元
さ
れ
た
差
益
は
二
百
四
十
億
円
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
一
方
で
、

北
電
は
内
部
留
保
を
積
み
増
し
、
退
職
給
与
引
当
金
、
原
価
変
動
準
備
金
、
原
発
償
却
準
備
金
な
ど
、
す
で
に 

減
価
償
却
費
は
六
百
三
十
億
円
と
し
て
い
る
が
、
低
成
長
時
代
に
見
合
つ
た
定
額
法
に
戻
す
こ
と
に
よ
つ
て

大
幅
に
縮
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
事
業
報
酬
（
七
百
六
十
億
円
）
に
は
原
発
な
ど
建
設
中
の
資
産
、

核
燃
料
等
も
含
め
て
い
る
の
は
不
当
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
報
酬
率
七
・
二
％
は
高
す
ぎ
る
と
考
え
る
。 

以
下
、
具
体
的
に
質
問
す
る
。 

以
上
に
つ
い
て
是
正
す
る
よ
う
指
導
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

四 

 



 

三 

今
回
の
改
定
の
一
つ
の
特
徴
は
、
大
口
電
力
の
引
下
げ
幅
を
大
き
く
し
一
般
家
庭
用
電
灯
の
引
下
げ
幅
を
低 

4 

燃
料
費
は
、
八
六
年
度
よ
り
三
十
七
億
円
縮
小
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｃ
重
油
ト
ン
当
た
り
二
万
六
千
四
百
円

は
、
八
六
年
度
実
績
二
万
千
五
百
円
か
ら
み
て
も
過
大
で
は
な
い
か
。 

3 

ま
た
、
そ
の
他
経
費
を
四
五
％
増
の
四
百
二
十
億
円
と
計
算
し
て
い
る
が
、
経
済
企
画
庁
の
諸
物
価

の
値
上
が
り
率
（
九
％
）
か
ら
み
て
過
大
で
は
な
い
か
。 

2 

原
価
計
算
で
退
職
給
与
金
四
十
四
億
円
を
計
上
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
退
職
給
与
引
当
金
で
の
充
当
が

可
能
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

1 

円
高
・
原
油
安
の
差
益
、
不
当
に
積
み
増
し
し
た
内
部
留
保
は
全
額
消
費
者
に
還
元
し
、
電
気
料
金
の
大

幅
な
値
下
げ
を
指
導
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

八
百
億
円
を
超
え
て
い
る
。 

今
回
の
料
金
改
定
に
お
い
て
、
こ
の
是
正
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

五 

 



 

四 

申
請
書
の
事
業
収
支
見
積
り
に
よ
る
と
、
八
七
年
度
販
売
電
力
量
百
七
十
億
Ｋ
Ｗ
Ｈ
、
九
二
年
度
は
百
九
十 

2 

さ
ら
に
、
社
会
福
祉
施
設
や
生
活
保
護
世
帯
な
ど
に
料
金
を
割
り
引
く
福
祉
料
金
制
度
を
導
入
す
る
よ
う

指
導
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

1 

料
金
体
系
は
、
大
口
需
要
家
の
負
担
を
軽
減
す
る
の
で
は
な
く
、
割
高
に
な
つ
て
い
る
家
庭
用
、
中
小
企

業
用
、
農
業
用
な
ど
を
大
幅
に
引
き
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

今
回
の
申
請
で
は
、
一
般
家
庭
で
月
六
十
二
円
し
か
安
く
な
ら
ず
、
電
灯
と
大
口
電
力
の
格
差
は
現
行
の

一
・
七
対
一
か
ら
一
・
九
対
一
に
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
家
庭
に
お
け
る
生
活
必
需
的
消
費
量

に
つ
い
て
比
較
的
低
廉
な
料
金
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
福
祉
実
現
の
一
端
を
担
う
こ
と
が
今
後
の
電
気

事
業
の
基
本
方
向
」（
電
事
審
七
四
年
三
月
）
と
の
公
共
料
金
の
在
り
方
に
も
反
し
、
不
公
平
を
拡
大
す
る
も
の

で
あ
る
。 

く
抑
え
、
灯
力
格
差
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。 

六 

 



 

2 

北
電
の
設
備
投
資
費
の
六
〇
％
以
上
が
原
発
工
事
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。 

1 

電
事
審
需
給
部
会
は
十
月
二
日
、
需
給
見
通
し
を
下
方
修
正
し
た
が
、
こ
れ
で
も
ま
だ
過
大
で
あ
る
と
の

批
判
が
出
て
い
る
。
こ
れ
に
見
合
つ
て
、
北
電
の
過
大
な
設
備
計
画
を
縮
小
し
、
資
本
費
等
の
縮
減
を
図
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

億
Ｋ
Ｗ
Ｈ
と
拡
大
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
八
七
年
度
前
期
中
間
決
算
で
は
マ
イ
ナ
ス
一
・
五
％
を
記
録
し
、

と
く
に
大
口
電
力
は
前
年
度
比
一
六
・
五
％
も
落
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
初
年
度
か
ら
狂
い
が
生

ず
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。 

北
電
は
、
八
二
年
の
施
設
計
画
で
八
六
年
の
販
売
電
力
を
二
百
十
六
億
Ｋ
Ｗ
Ｈ
に
増
大
す
る
と
見
て
い
た

が
、
増
え
る
ど
こ
ろ
か
百
七
十
億
Ｋ
Ｗ
Ｈ
に
も
達
し
て
い
な
い
の
に
、
電
源
設
備
は
過
大
投
資
に
よ
つ
て
五
百

三
十
七
万
Ｋ
Ｗ
に
ま
で
到
達
し
て
い
る
。 

仮
に
九
六
年
度
、
最
大
需
要
電
力
が
四
百
三
万
Ｋ
Ｗ
に
増
え
た
と
し
て
も
現
在
の
電
源
設
備
で
十
分
で
あ 

七 

 



 

五 

北
電
は
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
時
も
含
め
地
域
石
炭
産
業
や
国
内
炭
火
力
発
電
所
と
一
体
と
な
り
発
展
し
て
き
た

の
で
あ
る
が
、
昨
年
か
ら
ま
だ
十
分
使
用
で
き
る
内
陸
火
力
発
電
所
の
休
廃
止
を
相
次
い
で
進
め
て
い
る
。
計

画
で
は
十
年
間
で
七
十
七
万
Ｋ
Ｗ
の
内
陸
火
発
を
中
止
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
こ
れ
が
実
施
さ
れ
る
と
、

江
別
は
全
廃
、
奈
井
江
も
半
減
し
、
地
域
経
済
に
打
撃
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
同
時
に
、
道
内
炭
の
需
要
減
に

直
結
す
る
も
の
で
あ
る
。
内
陸
火
発
の
休
廃
止
計
画
の
見
直
し
を
指
導
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う

か
。 

六 

北
海
道
ガ
ス
は
、
暫
定
料
金
よ
り
四
・
一
五
％
引
き
下
げ
る
申
請
を
し
た
が
、
引
下
げ
原
資
は
わ
ず
か
十
一

億
円
に
す
ぎ
な
い
。 

北
海
道
ガ
ス
の
八
六
年
度
決
算
に
よ
る
経
常
利
益
は
五
十
一
億
円
、
別
途
積
立
金
の
累
積
は
九
十
五
億
円
に 

り
、
泊
原
発
建
設
の
必
要
性
が
喪
失
し
た
こ
と
は
隠
し
が
た
く
な
つ
て
い
る
。
不
要
な
泊
原
発
計
画
を
中
止

さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

八 

 



 

七 

北
海
道
ガ
ス
の
申
請
に
よ
る
と
、
月
六
十
立
方
メ
ー
ト
ル
消
費
の
四
人
家
族
の
場
合
、
月
八
十
九
円
の
引
下

げ
（
一
・
五
八
％
）
に
す
ぎ
な
い
の
に
、
月
三
千
五
百
立
方
メ
ー
ト
ル
使
用
の
中
規
模
ビ
ル
は
一
七
・
七
％
も

引
下
げ
と
な
る
。
明
ら
か
に
、
大
口
需
要
家
優
先
で
あ
り
、
従
来
の
大
口
に
安
く
家
庭
用
に
高
い
料
金
格
差
の
不
公

平
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
料
金
体
系
の
改
悪
を
や
め
、
一
般
家
庭
の
引
下
げ
幅
を

拡
大
し
、
負
担
を
軽
減
す
る
よ
う
指
導
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

現
行
料
金
は
ブ
タ
ン
一
キ
ロ
百
九
円
で
積
算
さ
れ
て
い
る
が
、
購
入
実
費
は
、
四
十
円
強
に
す
ぎ
な
い
な

ど
、
円
高
・
原
油
安
に
よ
つ
て
八
六
年
度
だ
け
で
六
十
六
億
円
も
の
差
益
が
発
生
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

差
益
還
元
は
二
十
七
億
円
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

今
回
の
料
金
改
定
に
お
い
て
、
徹
底
し
た
査
定
を
行
い
、
差
益
の
全
額
が
還
元
さ
れ
る
よ
う
指
導
す
べ
き
で

は
な
い
か
。 

も
の
ぼ
つ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
円
高
・
原
油
安
還
元
の
不
十
分
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。 

九 

 



 

 

一
〇 

右
質
問
す
る
。 


